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　　　　※共催団体である社団法人日本義肢協会／日本
義肢装具学会／日本義肢装具士協会の会員の
方は，ISPO 会員の参加費でご参加いただけ
ます．

主要プログラム
　・特別講演
　　山海嘉之先生（筑波大学大学院システム情報工学研
究科）

　　Wang Xitai 先生（National Research Center for Reha-
bilitation Technical Aids）

　・シンポジウム
　　筋電義手に関するシンポジウム
　　ロボットリハビリテーションに関するシンポジウム
　・マニュファクチャラーズワークショップ
　・一般演題（口演／ポスター）
学術大会ホームページ
　http:／／www2.convention.co.jp／aposm2012／
お問い合わせ先：第 5 回アジア義肢装具学術大会　運
営事務局
　日本コンベンションサービス株式会社　神戸支店
　〒650－0046　神戸市中央区港島中町 6－9－1　神戸国
際交流会館 6 階

　TEL：078－303－1101　FAX：078－303－3760　E－
mail：aposm2012@convention.co.jp

第 5 回アジア義肢装具学術大会
（APOSM2012）

会　期：2012 年 8 月 3 日（金）～5 日（日）
会　場：神戸国際会議場
　　　　〒650－0046　神戸市中央区港島中町 6－9－1
　　　　TEL：078－302－5200
会　長：陳　隆明（兵庫県立リハビリテーション中央病

院）
大会テーマ：アジアの力を示そう（Powerful Asia）
主催団体：国際義肢装具協会日本支部（ISPO）／第 5 回ア
ジア義肢装具学術大会組織委員会
共催団体：社団法人日本義肢協会／日本義肢装具学会／日
本義肢装具士協会／兵庫県立リハビリテーション中央
病院
参加予定者数：約 600 名
参加費：（事前登録）　＊2012 年 4 月～6 月予定
　　　　ISPO 会員：15,000 円／非会員：20,000 円／学

生：10,000 円
　　　　（当日登録）
　　　　ISPO 会員：20,000 円（1 日参加費：7,000 円）／
　　　　非会員：25,000 円（1 日参加費：10,000 円）／学

生：15,000 円
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招待講演：小山哲男先生（西宮協立脳神経外科病院リハ
ビリテーション科部長，大阪大学産学連携本部特任講
師兼任）
内　容：教育講演と招待講演では，リハビリテーション

の実践現場に役立つ先端的な知見を講演いただ
きます．臨床現場の作業療法士，理学療法士の
先生方による研究発表もあります．

参加費：会員 2,000 円，非会員 7,000 円
お申し込み方法：HP（URL：http:／ ／www.koudo－reha.

 com／）をご覧いただき，メールにて申し込みください

行動リハビリテーション研究会
認知症研修会

日　時：2012 年 4 月 21 日（土）9：30～17：00
会　場：慶應義塾大学三田キャンパス
テーマ：今日からできる行動リハビリテーション
教育講演 1：山崎裕司先生（高知リハビリテーション学
院理学療法学科）
教育講演 2：山本淳一先生（慶應義塾大学文学部教授）
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　　　　2－9）
受講費：16,000 円
定　員：40 名（予定）
お申し込み方法：�1 　氏名（ふりがな）・性別　�2 　勤務先，勤
務先の所在地・郵便番号・TEL・FAX 番号　�3 　職種，
経験年数　�4 　PT 協会員は会員番号を明記して FAX ま
たは葉書にてお申し込み下さい．
お申し込み先：〒819－0165　福岡市西区今津 377
　今津赤十字病院リハビリテーション科　白石　浩
　FAX 092－806－2314
締　切：2012 年 6 月 4 日
主　催：日本赤十字リハビリテーション協会（http:／／

jrcra.sakura.ne.jp）

第 19 回日本赤十字リハビリテー
ション協会研修会

日　時：平成 24 年 6 月 30 日（土）～7 月 1 日（日）
内容・講師：赤十字脳卒中リハビリテーションセミナー
　・「脳卒中の診断と画像所見の見方」安井敬三先生（名
古屋第二赤十字病院神経内科）

　・「脳卒中患者に対する機能的運動課題達成のための
トレーニング戦略」潮見泰蔵先生（杏林大学）

　・「セラピストに必要な脳卒中薬物療法の知識」田宮真
一先生（名古屋第二赤十字病院薬剤師）

会　場：名古屋第二赤十字病院（名古屋市昭和区妙見町
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